
第 17 回全国大学政策フォーラム in のぼりべつ 大東文化大学βチーム 

 「物流の革命児 - 無人ドローンが飛ぶ登別-」政策提言概要 

登別市の課題として高齢化、人口減少、物流の 2024 年問題に着目し、あらたな物流手段

としてのドローンを用いた政策を提言します。 

 現状登別市において人口は減少傾向にあり、高齢者の増加と働き手世代の流出が大きな

理由となっている点に着目したうえで、働き方改革によるトラックドライバーの労働時間

制限によって起こる運送リソースの減少とそれに伴う医療、建設現場への影響を考え新た

な物流手段として無人ドローンをいち早く導入し、それを街の新たなブランドにします。 

 無人ドローン×登別市内の将来像として例をいくつか挙げれば、飲食業×無人ドローン

で「ドローン版 uber eats」や漁業×ドローンで「ドローン版魚群探知機」、新型コロナウイ

ルス級の感染症の流行に対して人を介さずに医薬品を配送できるなど、様々な利用が考え

られます。また登別市役所の人にも話を聞き、除雪の優先度をはかる際の目視確認を無人ド

ローンで代替するなどありとあらゆる登別市の既存産業×無人ドローンを掛け合わせる将

来像を考えました。 

 実現可能性の提示としては長野県伊那市の「ゆうあいマーケット」があげられます。伊那

市が KDDI やゼンリンといった企業と協力し、地域に気軽に買い物に行きづらい高齢者な

どがテレビで注文し、無人ドローンが高齢者の自宅の近くの公民館などに配送。それを受け

取りに行くことで気軽に買い物が可能という政策が行われています。この政策にはデジタ

ル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）が用いられ多額の初期費用を国家が支援

してくれています。 

 また労働者人口の流出についても『登別市まち・ひと・しごと 創生総合戦略』のアンケ

ート結果よりわかる通り、「働く場所」の少なさを理由に人口が流出していることが分かり

ました。登別市を「無人ドローン開発・活用の街」とし新たな企業や研究の場として使うこ

とで働き手の流出を防ごうと提案します。 

 こちらの実現可能性としては福島県南相馬市の震災被害地域で行われている「ロボット

テストフィールド」のアイデアを用いました。現在南相馬市では、震災被害にあった土地を

再建する目的でアルソックやデンソーをはじめとした企業と東京大学、会津大学などが協

力し、市の一部を企業の新しい事業や学校の研究に使ってもらい街としてのブランド化を

進めるプロジェクトを行っています。 

 私たちの政策をまとめると、「無人ドローンを介して様々な世代が住みやすい登別市に」

というテーマで政策を提言します。 



物流の⾰命児 
- 無⼈ドローンが⾶ぶ登別 -



登別市の課題









物流の2024年問題



《トラックドライバーの時間外労働》
現在 ：無制限

2024年4⽉〜：年間960時間に制限

物流の2024年問題とは



物流の2024年問題とは

トラックドライバーが、14万⼈不⾜
何も対策を講じなければ…

全市町村数 1,718で割ると、
１つの⾃治体あたり平均81⼈不⾜



物流の2024年問題とは

労働時間の制限

運送リソース減少

配送時間の増加運転⼿の減少

運転⼿の給与減少

指定⽇配送の難化なり⼿不⾜

医療・建築の遅延



ヤマト運輸の⽅に聴きました

配送量は、コロナ禍を機に増加。

“置き配” や “宅配BOX” などの取り組みもあるが、
全体の約３割が “再配達” になっている。

“再配達” がなければ、
約30％のコストダウンが可能



無⼈ドローン
を活⽤



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 宅配事業



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 飲⾷業
ドローン版 Uber Eats



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 農業
ドローン農薬散布 / ドローン野菜配達



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 漁業
ドローン⿂群探知機



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 医薬品
処⽅箋の配送 / 感染病者へ配達



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン インフラ保守 / 点検



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン オレオレ詐欺対策
ドローン拡声スピーカー



登別市役所の⽅に聴きました

現在は、道路を⽬視確認し、
除雪の優先度を決定している。⼤変！

除雪が滞ると、ヒト・モノ・カネが、
ストップする。重要！

だけど、

マンパワーが必要。
雪降る登別市



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 除雪
ドローンで除雪の優先度を判断



つまり！



私たちが提案する将来像

×

無⼈ドローン 登別市内の既存産業





⻑野県伊那市「ゆうあいマーケット」



⻑野県伊那市「ゆうあいマーケット」

×



建設費⽤ ：1億5,850万円

運⽤コスト：1,290万円/年

デジタル⽥園都市国家構想交付⾦
（デジタル実装タイプ）

市が負担

⻑野県伊那市「ゆうあいマーケット」



なぜ、若い世代が
流出するのか

- 課題を再検討 -



引⽤：『登別市まち・ひと・しごと 創⽣総合戦略』

引⽤：https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2017030700037/file_contents/senryaku.pdf





「福島ロボットテストフィールド」



「福島ロボットテストフィールド」

×



まとめ

無⼈ドローンを活⽤することで、
全世代が住みやすい登別市に！
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